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もうすぐ3月11日。東日 3/5(金)の学級懇談会では、多数の保護者の皆様
本大震災から10年を迎えよ にご出席いただきありがとうございました。各学
うとしています。 級では、一年間の子供たちの様子を振り返りなが
この震災で被災された ら、有意義な懇談が行われていました。保護者の

多くの学校で代え難い命 皆様にはコロナ禍の中、本校教
を救ったのは、子供たち 育の推進に終始ご支援、ご協力
自身の判断と素早い避難 をいただき感謝しております。
行動であることが明らか 本年度も残すところあとわずか
になっています。震災前、多くの学校の避難訓練で となりました。どうか最後まで
は、放送をよく聞き、指示に基づいて安全に避難す 変わらぬご支援、ご協力を賜り
ることが重点でした。そこでは、避難の過程で自ら ますようお願い申し上げます。
考え判断することは、それほど強く求められない状
況がありました。しかし、震災により、停電で避難
放送もできず、また、津波も予測をはるかに上回
り、通常の避難方法や場所等の問題点が浮かび上が 3/2(火)の昼休みには、ブリ
りました。そのような中、釜石の小学校では下校後 ジストン鳥栖工場の工場長様
の地震発生によって誰の指示もなく、自ら考え、判 とスタッフの皆さんが来校さ
断し安全に避難しなければならない状況であったと れ、「こどもエコ絵画コンク
報告されています。一人で自宅から自主的に避難場 ール」の表彰式が行われまし
所に避難した子。揺れが収まっても避難しない家族 た。表彰を受けたのは、「麓
を説得して避難した子。また、避難場所を巡って意 っ子 2月3日号」の中で紹介し
見が分かれながらも安全を優先し、釣りをしていた た9人の子供たち。中には、自
岸壁から高台に避難した同級生の仲良しグループな 転車や時計などの賞品をいた
ど、日頃の避難訓練で学んだことを生かして身に付 だいた子もいて、みんな大喜
けた主体的な判断と行動が多くの命を救ったそうで びでした。表彰の様子は、Zoomで各教室にも配信
す。 し、全校で拍手を送りました。
知識としての安全を受け身ではなく、自分の命を

守り、さらに社会の一員として意識して行動した結
果、多くの命が失われずに済みました。そういった
行動ができるようになることは、一人では生きら 【第51回 世界児童画展】
れない私たち人間の生き方そのものにかかわる大事
なことだと思います。それだけに、学んだことを日

特 選 ６年 竹下 明季乃 さん

々の生活に生かすことが、学校だけでなく生活の拠 入 選 ６年 古賀 りおん さん
点である家庭や地域においても求められているよう ６年 梶原 凜香 さん
です。 ６年 森 千華 さん

５年 江﨑 花香 さん
５年 中川 凛乙 さん

3/4(木)には、東日本
大震災や熊本地震、そ
して近年の大雨による
甚大な被害等を教訓と
し、被災時における対 【佐賀県学童美術展（立体）】
応の学習の一環として
防災給食が行われまし 県 特 選 ６年 轟 瑠花 さん

た。この日の献立は、 ４年 金山 夢空 さん

災害備蓄用のフリーズ ３年 柴田 陽翔 さん

ドライご飯（ピラフ味）と牛乳、そしてペットボト ３年 林 奈々美 さん

ルの水といったものでした。初めて食べる子も多く ２年 於保 晴香 さん

いたようですが、「おいしい」と言って食べている １年 水野 澪 さん

姿がどの教室でも見られました。また、量的には少 県準特選 ６年 白土 夏帆 さん
ないような印象でしたが、意外とおなかの中で膨れ ５年 末安 鈴佳 さん
てきて、全部を食べきれない子供さんもいたようで ５年 仁田 悠基 さん
した。この経験が、災害時の食事について考えるよ ５年 森 春真 さん
い機会になればいいなと思いました。 １年 谷川 杏 さん
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ありがとうございました学級懇談会
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３・１１の教訓

入賞おめでとう

防災給食

こどもエコ絵画コンクール表彰

工場長賞
自転車の贈呈

水を注いで…どんな味かな？




